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理
工
学
部
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
学
科
で
の
﹁
都
市
の
Ｏ
Ｒ
﹂
研
究
の
歴
史

鈴
木
敦
夫　

﹁
都
市
の
Ｏ
Ｒ
﹂
は
︑
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
学
科
の
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
ズ
・
リ
サ
ー
チ
の
研
究
グ
ル
ー
プ
の
共
通
す
る
研
究
テ
ー
マ

で
あ
る
︒
こ
の
研
究
テ
ー
マ
は
︑
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
ズ
・
リ
サ
ー
チ
と
都
市
計
画
と
の
学
際
分
野
で
あ
り
︑
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
ズ
・
リ

サ
ー
チ
に
は
具
体
的
な
問
題
を
︑
都
市
計
画
に
は
数
理
的
な
手
法
を
提
供
し
て
相
互
に
発
展
し
て
き
た
︒
南
山
大
学
七
十
五
年
史
で
は

そ
の
一
部
を
紹
介
し
た
が
︑
本
稿
で
は
よ
り
詳
し
く
﹁
都
市
の
Ｏ
Ｒ
﹂
研
究
の
中
心
で
あ
る
︑﹁
都
市
の
Ｏ
Ｒ
﹂
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に

つ
い
て
紹
介
す
る
︒

二
〇
〇
〇
年
度
に
数
理
情
報
学
部
が
瀬
戸
キ
ャ
ン
パ
ス
に
設
置
さ
れ
て
︑
南
山
大
学
に
伏
見
正
則
教
授
が
東
京
大
学
か
ら
赴
任
さ
れ

た
︒
そ
れ
以
前
か
ら
︑
日
本
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
ズ
・
リ
サ
ー
チ
学
会
の
﹁
都
市
の
Ｏ
Ｒ
﹂
研
究
部
会
で
は
︑
都
市
が
直
面
し
て
い
る
諸

問
題
を
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
ズ
・
リ
サ
ー
チ
の
手
法
を
用
い
て
解
決
す
る
研
究
を
行
っ
て
い
た
︒
毎
年
八
月
に
筑
波
大
学
で
︑
腰
塚
武
志

教
授
︵
後
に
南
山
大
学
に
赴
任
さ
れ
る
︶︑
伏
見
正
則
教
授
︑
中
央
大
学
の
田
口
東
教
授
︑
政
策
研
究
大
学
院
大
学
の
大
山
達
雄
教
授

ら
が
中
心
と
な
っ
て
研
究
会
が
開
催
さ
れ
て
い
た
︒
二
〇
〇
〇
年
度
に
伏
見
教
授
が
南
山
大
学
に
赴
任
さ
れ
た
の
を
き
っ
か
け
に
︑
南

山
大
学
で
毎
年
秋
か
ら
冬
に
か
け
て
﹁
都
市
の
Ｏ
Ｒ
﹂
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
よ
う
と
い
う
こ
と
に
な
り
︑
伏
見
教
授
を
中
心
と
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し
て
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
た
︒
こ
れ
が
現
在
ま
で
南
山
大
学
で
毎
年
開
催
さ
れ
て
い
る
﹁
都
市
の
Ｏ
Ｒ
﹂
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の

起
源
で
あ
る
︒
そ
れ
以
来
﹁
都
市
の
Ｏ
Ｒ
﹂
の
研
究
会
は
︑
夏
に
筑
波
大
学
で
﹁
都
市
の
Ｏ
Ｒ
﹂
サ
マ
ー
セ
ミ
ナ
ー
︑
秋
か
冬
に
﹁
都

市
の
Ｏ
Ｒ
﹂
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
す
る
こ
と
に
な
っ
た
︒

二
〇
〇
〇
年
度
の
﹁
都
市
の
Ｏ
Ｒ
﹂
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
︑
十
一
月
二
十
四
日
︵
金
︶︑
二
十
五
日
︵
土
︶
の
二
日
間
に
わ
た
っ
て

開
催
さ
れ
た
︒
発
表
件
数
は
七
件
︑
一
件
当
た
り
の
発
表
時
間
は
五
〇
分
で
︑
発
表
に
対
す
る
議
論
の
時
間
が
十
分
と
れ
る
余
裕
の
あ

る
研
究
会
だ
っ
た
︒
こ
の
第
一
回
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
以
下
の
よ
う
だ
っ
た
︒

都
市
の
Ｏ
Ｒ
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ 
二
〇
〇
〇
年 

日
時
:
一
一
月
二
四
日
︵
金
︶
一
三
:
三
〇
-
一
七
:
二
〇
︑
懇
親
会 

一
八
:
〇
〇
-
二
〇
:
〇
〇 

一
一
月
二
五
日
︵
土
︶
九
:
三
〇
-
一
二
:
三
〇

場
所 

: 

南
山
大
学
瀬
戸
キ
ャ
ン
パ
ス 

〒
四
八
九
-
〇
八
六
三 

瀬
戸
市
せ
い
れ
い
町
二
七 

プ
ロ
グ
ラ
ム
:

二
四
日
︵
金
︶
座
長 

伏
見
正
則
︵
南
山
大
学
︶ 

一
三
:
三
〇
-
一
四
:
二
〇 

安
西 

保
幸
︑
田
口 

東
︵
中
央
大
学
︶ 

﹁
地
下
鉄
大
手
町
駅
構
内
の
歩
行
者
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
﹂ 

一
四
:
三
〇
-
一
五
:
二
〇 

李 

明
哲
︵
福
岡
大
学
︶ 

﹁
円
形
都
市
の
平
均
移
動
距
離
解
析
﹂
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一
五
:
三
〇
-
一
六
:
二
〇 

腰
塚 

武
志
︵
筑
波
大
学
︶

﹁
移
動
か
ら
見
た
都
市
空
間
の
分
析
︵
そ
の
後
の
成
果
︶﹂

一
六
:
三
〇
-
一
七
:
二
〇 

田
口 

東
︵
中
央
大
学
︶

﹁
大
規
模
な
建
物
に
お
け
る
居
住
面
積
と
交
通
路
面
積
の
配
分
﹂

二
五
日
︵
土
︶
座
長 
澤
木 

勝
茂
︵
南
山
大
学
︶

九
:
四
〇
-
一
〇
:
三
〇 
赤
澤 

武
雄
︑
鈴
木 

敦
夫
︵
南
山
大
学
︶ 

﹁
名
古
屋
市
の
救
急
車
の
最
適
配
備
﹂ 

一
〇
:
四
〇
-
一
一
:
三
〇 

三
浦 
英
俊
︵
明
海
大
学
︶

﹁
道
路
の
交
通
容
量
と
本
数
に
着
目
し
た
道
路
網
評
価
﹂

一
一
:
四
〇
-
一
二
:
三
〇 

鈴
木 

勉
︵
筑
波
大
学
︶ 

﹁
少
子
化
と
公
共
施
設
配
置
﹂

二
〇
〇
一
年
一
二
月
一
日︵
土
︶︑二
日︵
日
︶に
開
催
さ
れ
た
二
〇
〇
一
度
年
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
︑二
一
件
の
発
表
が
あ
っ
た
︒

こ
の
年
か
ら
経
営
研
究
セ
ン
タ
ー
と
の
共
催
行
事
と
な
り
︑
研
究
発
表
を
す
る
大
学
院
生
に
対
し
て
経
営
研
究
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
援
助

金
で
旅
費
の
補
助
を
行
っ
た
こ
と
が
︑
発
表
件
数
が
大
幅
に
増
加
し
た
こ
と
に
寄
与
し
て
い
る
︒
実
際
他
大
学
を
含
め
て
一
二
人
の
大

学
院
生
が
研
究
発
表
を
行
い
︑
そ
の
う
ち
四
名
が
現
在
研
究
者
と
し
て
活
躍
し
て
い
る
︒
二
〇
〇
二
年
度
は
発
表
件
数
一
五
件
と
少
し

落
ち
着
い
た
が
︑
二
〇
〇
三
年
度
に
は
︑
大
学
か
ら
の
数
理
情
報
学
部
完
成
年
度
の
研
究
援
助
も
受
け
︑International W

orkshop on 

U
rban O

perations R
esearch

と
い
う
国
際
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
一
一
月
二
七
日
︵
木
︶
か
ら
二
九
日
︵
土
︶
ま
で
南
山
大
学
瀬
戸
キ
ャ
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ン
パ
ス
で
開
催
し
た
︒
海
外
か
ら
六
名
の
研
究
者
を
招
へ
い
し
︑

国
内
の
研
究
者
と
合
わ
せ
て
二
〇
件
の
研
究
発
表
を
行
っ
た
︒
海

外
か
ら
招
へ
い
し
た
研
究
者
と
は
︑
現
在
で
も
交
流
が
あ
り
︑
国

際
会
議
等
で
情
報
交
換
を
し
て
い
る
︒
写
真
１
は
瀬
戸
キ
ャ
ン
パ

ス
の
ク
リ
ス
マ
ス
の
馬
小
屋
の
前
で
撮
影
し
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

の
集
合
写
真
で
あ
る
︒

二
〇
〇
五
年
度
は
愛
知
万
博
が
開
催
さ
れ
た
の
で
︑
通
常
の
開

催
時
期
を
筑
波
大
学
と
交
換
し
︑
夏
に
南
山
大
学
﹁
都
市
の
Ｏ

Ｒ
﹂
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
︑
冬
に
筑
波
大
学
で
の
セ
ミ
ナ
ー
を

行
っ
た
︒
二
〇
〇
五
年
度
以
降
も
︑
科
学
研
究
費
な
ど
を
利
用
し

て
毎
年
二
名
か
ら
三
名
の
海
外
の
研
究
者
を
招
へ
い
し
て
い
る
︒

二
〇
〇
六
年
度
以
降
は
︑
お
お
む
ね
二
五
件
程
度
の
発
表
件
数
︑

七
〇
名
程
度
の
参
加
者
が
続
い
た
︒
二
〇
〇
四
年
度
︑
二
〇
〇
六

年
度
︑
二
〇
〇
七
年
度
は
南
山
大
学
高
岳
サ
テ
ラ
イ
ト
キ
ャ
ン
パ

ス
で
開
催
し
た
︒
写
真
２
は
二
〇
〇
七
年
度
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

の
集
合
写
真
で
あ
る
︒

二
〇
〇
八
年
度
か
ら
二
〇
一
一
年
度
は
︑
二
〇
〇
七
年
度
に
採

択
さ
れ
た
文
部
科
学
省
オ
ー
プ
ン
リ
サ
ー
チ
セ
ン
タ
ー
整
備
事
業

写真１　南山大学瀬戸キャンパスで開催されたInternational Workshop on Urban 
Operations Research（IWUOR）の集合写真
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﹁
都
市
の
持
続
可
能
な
繁
栄
の
た
め
の
イ
ン
フ
ラ
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ

ー
の
最
適
運
用
計
画
の
策
定
と
普
及
﹂の
事
業
の
一
環
と
し
て﹁
都

市
の
Ｏ
Ｒ
﹂
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
た
︒
こ
の
間
︑
海
外
か

ら
招
へ
い
す
る
研
究
者
を
三
名
程
度
に
し
︑
日
本
人
研
究
者
の
発

表
の
半
分
程
度
は
英
語
で
の
発
表
と
し
て
︑
よ
り
国
際
的
な
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
に
移
行
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
︒

二
〇
一
二
年
度
に
は
︑﹁
都
市
の
Ｏ
Ｒ
﹂
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

を
母
体
と
し
て
︑ISO

LD
E X

II

︵International Sym
posium

 on 

Location D
ecision

︶
を
七
月
一
九
日
か
ら
二
四
日
ま
で
南
山
大

学
と
グ
ラ
ン
ビ
ア
ホ
テ
ル
京
都
を
会
場
と
し
て
開
催
し
た
︒
こ
の

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
︑
最
適
配
置
問
題
の
分
野
の
研
究
者
が
集
う
国

際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
︑三
年
に
一
回
開
催
さ
れ
て
い
る
︒
従
来
は
︑

北
米
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
交
互
に
開
催
さ
れ
て
い
た
が
︑
初
め
て
日

本
で
開
催
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
︒
本
来
は
二
〇
一
一
年
度
の
開

催
の
予
定
で
あ
っ
た
が
︑
東
日
本
大
震
災
の
影
響
で
二
〇
一
二
年

度
に
一
年
延
期
し
て
開
催
し
た
︒
こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
は
海
外

か
ら
多
く
の
参
加
者
が
あ
り
︑
国
内
外
の
研
究
者
の
交
流
の
場
と

な
っ
た
︒
こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
き
っ
か
け
に
多
く
の
日
本
人
の

写真２　南山大学サテライトキャンパスで開催された2007年度「都市のOR」ワーク
ショップの集合写真
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研
究
者
の
研
究
内
容
が
国
際
的
に
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
︑
そ
の
後
の

共
同
研
究
な
ど
に
つ
な
が
っ
て
い
る
︒
写
真
３
は
グ
ラ
ン
ビ
ア
ホ
テ
ル

京
都
で
撮
影
し
た
参
加
者
の
集
合
写
真
で
あ
る
︒

二
〇
一
二
年
度
以
降
も
﹁
都
市
の
Ｏ
Ｒ
﹂
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
継
続

し
て
行
わ
れ
た
︒
会
場
は
南
山
大
学
名
古
屋
キ
ャ
ン
パ
ス
と
な
り
︑
毎

年
八
〇
名
程
度
の
参
加
者
を
集
め
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
︒
特
に

二
〇
一
四
年
度
以
降
は
︑
発
表
件
数
が
多
く
な
り
︑
パ
ラ
レ
ル
セ
ッ
シ

ョ
ン
を
組
ま
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
︒
そ
の
二
〇
一
四
年
度
の
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
で
は
三
八
件
の
発
表
が
あ
っ
た
︒
二
〇
〇
〇
年
度
に
は
七
件

だ
っ
た
発
表
件
数
が
一
五
年
で
五
倍
以
上
に
な
っ
た
こ
と
に
な
る
︒
そ

の
理
由
の
一
つ
は
﹁
都
市
の
Ｏ
Ｒ
﹂
の
初
期
に
研
究
発
表
を
行
っ
た
大

学
院
生
が
︑
大
学
に
職
を
得
て
研
究
者
と
な
り
︑
今
度
は
自
分
た
ち
が

指
導
す
る
大
学
院
生
に
﹁
都
市
の
Ｏ
Ｒ
﹂
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
研
究
発

表
を
さ
せ
る
と
い
う
よ
う
な
循
環
が
生
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
あ
る
︒

二
〇
一
九
年
度
に
は
︑IW

U
O

R

︵International W
orkshop on U

rban 

O
perations R

esearch

︶2019

と
し
て
︑
国
際
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開

催
し
た
︒
こ
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
は
︑
北
米
︑
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
︑
ア
ジ

ア
か
ら
約
五
〇
名
の
参
加
者
が
あ
り
︑
三
日
間
に
わ
た
っ
て
︑
集
中
的

写真３　京都グランビアホテルで撮影したISOLDE XIIの集合写真
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に
研
究
発
表
と
情
報
交
換
を
行
っ
た
︒
こ
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
︑

南
山
大
学
か
ら
の
学
会
開
催
援
助
費
に
よ
っ
て
︑
イ
ン
ド
や
ハ
ン
ガ
リ

ー
か
ら
の
大
学
院
生
へ
の
旅
費
の
補
助
を
行
っ
た
︒
写
真
４
は
︑
Ｓ
棟

前
の
広
場
で
撮
影
し
た
集
合
写
真
で
あ
る
︒

二
〇
二
〇
年
度
以
降
は
︑
開
催
時
期
が
例
外
的
に
変
則
に
な
り
︑
ま

た
︑
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
感
染
が
拡
が
っ
て
︑
対
面
で
の
研
究

会
の
開
催
が
困
難
に
な
っ
た
こ
と
も
あ
り
︑
南
山
大
学
で
の
﹁
都
市

の
Ｏ
Ｒ
﹂
研
究
部
会
は
開
催
さ
れ
て
い
な
い
︒
そ
れ
に
代
わ
っ
て
︑

二
〇
二
一
年
度
は
十
一
月
に
日
本
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
ズ
・
リ
サ
ー
チ
学

会
の
行
事
で
あ
るR

A
M

P

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
三
浦
英
俊
教
授
を
実
行

委
員
長
と
し
て
リ
モ
ー
ト
で
開
催
さ
れ
る
︒
そ
の
中
で﹁
都
市
の
Ｏ
Ｒ
﹂

の
セ
ッ
シ
ョ
ン
が
設
け
ら
れ
︑﹁
都
市
の
Ｏ
Ｒ
﹂
の
メ
ン
バ
ー
が
研
究

成
果
を
発
表
す
る
︒
今
後
も
︑
研
究
者
の
世
代
交
代
も
あ
り
︑
開
催
場

所
や
形
は
変
わ
っ
て
い
く
か
も
し
れ
な
い
が
︑﹁
都
市
の
Ｏ
Ｒ
﹂
の
研

究
は
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
学
科
の
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
ズ
・
リ
サ
ー
チ
の

研
究
者
の
主
要
な
テ
ー
マ
と
し
て
継
続
さ
れ
て
い
く
こ
と
を
見
守
っ
て

い
き
た
い
︒

写真４　S棟前で撮影したIWUOR2019の集合写真


